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なぜＹ字路が研究対象なのか？理由は つある。 つは横尾忠則氏の絵画「Ｙ字路」

シリーズに「Ｙ字路も芸術になるんだ。」と興味を覚えたこと。もう つは日経新聞

電子版 平成 年 月 日付 に「渋谷や代官山、恵比寿などＹ字路こそが街の懐の

深さとなり文化を育てる」といった趣旨の記事があったことによる。「でも、文化を

育てるＹ字路は渋谷や代官山のような東京のＹ字路だけじゃない。大阪にも面白いＹ

字路が数多くある はず 。」こう思ったのがＹ字路を対象に選んだきっかけである。

【目的】

大阪や京都は歴史的に東西南北の通りや筋がはっきりした街だ。ただ、そんな大阪

にも、もちろん多くのＹ字路が存在する。御堂筋と新御堂が交わる大きなＹ字路 梅

新南交差点 。梅田の 前もＹ字路だ。旧道が新たな幹線道路で鋭角に切られた

結果生じた小さなＹ字路。また、川や水路も「水の路 みち 」と捉えれば、中之島の

剣先はとても美しいＹ字路だ。そんな大阪のＹ字路を都市景観という観点から探って

みることとした。

【内容】

大阪市内のＹ字路を研究対象とした。府域まで含めるとあまりに対象が多すぎるこ

とと、タテ・ヨコが比較的はっきりした街からあえてＹ字路を探すという趣旨から大

阪市内に限って現地を調べてみることとした。調査としては、①地図上である程度あ

たりをつけながら、②現地でＹ字路の角地の利用方法、周囲も含めて特徴を確認し、

③さらに周辺をウロウロして別のＹ字路を探す。といったことを繰り返した。

その中から、「大阪 市内 のＹ字路 」を選んでみた。ただ、選ぶだけでは芸が

ないので、今回はＹ字路により親しみが持てるよう、それぞれに愛称案 基本的には

「地名＋Ｙ字の角度」 を付けてみた。

【結果】

大阪市内にも、小さなＹ字路なら数多ある。ただ、厳密な意味でのＹ字路 きれい

なＹ字 は意外に少ないのも事実である。また、やはり大阪の中心・船場地区 田の字

エリア ではＹ字路を確認しづらい。逆に、Ｙ字路の宝庫は北区や福島区、城東区など

である。角地の利用方法としては店舗、特に焼肉屋、寿司屋が多いほか、地蔵尊や祠

のほか、緑が植えられ、ちょっとした癒しの空間にもなっている場合もある。確かに

Ｙ字路は商売するには不向きだとか風水的にどうかという話もあるようだ。しかし、

Ｙ字路には何かしら「居心地の悪さ」と同時に人を惹きつける「街なかのパワースポ

ット」のような気配があるのではないか。ニューヨーク・マンハッタンだって基本的

にタテ・ヨコの街だが、街の“賑わい”のシンボルが常に「タイムズスクエア」なの

もそういう理由なのかも知れない。

－1－



Ｙ字路の定義

世の中にＹ字路の定義があるわけではないが、Ｔ字路や五差路などを含めると対象

が拡大してしまうため、今回の対象としては、基本的には「鋭角 度以下 の角を

持つ三叉路」を対象とした（「大阪のＹ字路 」にも例外はあり）。

○ ○ × × ×

角度の測り方 例 と愛称案

Ｙ字路の角度は、左右の道路の交わる内角で測定した。

左の写真は北区堂島 丁目のＹ字路。北新地・船大工通

りの分かれ道 「新ダイビル」の北側 。写真では広がっ

て見えるが、内角は °。平日の夜はタクシーばかりの

この道も、休日のお昼間は健康的な印象。実はこの土地

は「国産ビール発祥の地」でもある。

愛称案は「北新地２０」。

Ｙ字路の特徴や由来 例 （Ｙ字路愛称は最終ページの「大阪のＹ字路 」参照）

（ ）今里筋の連続Ｙ字路（「中川四 １０」「中川六 １０」「田島 １０」）

上の３つのＹ字路はいずれも今里筋に沿った生野区内のＹ字路である。北から順番

に「中川四 １０」「中川六 １０」「田島１０」と立て続けに出現するが、これらは

南北の旧道を今里筋が少し南西にずれた角度で貫いた結果できたＹ字路であり、そ

れぞれの角地に祠 地蔵尊 が建てられていることが特徴的である。

中川六 １０ 田島 １０ 中川四 １０ 
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（ ）サウスロード千日前の２つのＹ字路（「千日前１４」「千日前４１」）

上の２つのＹ字路はいずれも難波 の南側の通り サウスロード千日前 に向か

い合うように隣接するＹ字路である。いずれもミナミの繁華街らしいＹ字路である

ともに大正末期の地図ではどちらもＹ字にはなっていなかったことから、戦中もし

くは戦後すぐの時期に何らかの理由でＹ字路になったと推測される。

（ ）京町堀川と海部堀川の合流点（「靱本町２６」）

大正１２年１０月 
大日本帝國陸地測量部発行「大阪・中部実測図」 

京町堀川

海部堀川

pen Street Map 

「靭本町２６」は元々、京町堀川 昭和 年埋立て と海部堀川 昭和 年埋立て

で形成された「水のＹ字路」であり、その名残が今の「靭本町２６」である。また、

近隣には駐大阪中国総領事館があることから角地には警察官が常駐し、かなり物々

しいＹ字路になっている。

（ ）蟹島新地への近道としてのＹ字路（「今橋３４」）

「今橋３４」は土佐堀通りが東横堀川 阪神高速の真下 で分岐す

る地点にあるＹ字路である。江戸初期から今橋は架橋されていた

が、 世紀後半、近くに蟹島新地が開設されるとその近道として

葭屋橋が架橋された。その後、道路の拡幅などにより つの橋が

一体となりつつＹ字で別れる形になり、現在のような景観となっ

た。

千日前１４ 千日前４１ 

靭本町２６ 

今橋３４ 
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ご参考 大阪のＹ字路一覧

－4－


